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序

茨城県は，市町村や県の枠を越える広域的な交流と連携を進めるた

め，また，県土の均衡ある発展を支える基盤として，一般国道や主要

地方道などの幹線道路網の整備を進めております。

このたび，茨城県水戸土木事務所は，茨城町生井沢地区において，

一般県道紅葉石岡線道路改良事業を計画いたしました。その事業予定

地内には堂越遺跡が所在します。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県水戸土木事務所から埋蔵文化財

の発掘調査について委託を受け，平成１５年８月から平成１５年９月まで

生井沢地区の発掘調査を実施しました。

本書は，堂越遺跡の調査成果を収録したものです。本書が，学術的

な研究資料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深め，ひい

ては教育・文化の向上の一助として御活用いただければ幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県

水戸土木事務所から多大な御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼

申し上げます。

また，茨城県教育委員会，茨城町教育委員会をはじめ，関係各位か

らいただいた御指導，御協力に対し感謝申し上げます。

平成１７年３月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 齋 藤 佳 郎



例 言

１ 本書は，茨城県水戸土木事務所の委託により財団法人茨城県教育財団が平成１５年８月から平成１５年９月ま
どうこし

で発掘調査を実施した，茨城県東茨城郡茨城町大字生井沢字稲荷後７４９番地ほかに所在する堂越遺跡の発掘

調査報告書である。

２ 発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調 査 平成１５年８月１日～平成１５年９月３０日

整 理 平成１６年９月１日～平成１６年１０月３１日

３ 発掘調査は，調査課長川井正一のもと，以下の者が担当した。

首席調査員兼第１班長 萩野谷 悟 平成１５年８月１日～平成１５年９月３０日

主 任 調 査 員 小松� 和治 平成１５年８月１日～平成１５年９月３０日

副 主 任 調 査 員 駒沢 悦郎 平成１５年８月１日～平成１５年８月３１日

４ 整理及び本書の執筆・編集は，整理第二課長鶴見貞雄のもと，主任調査員小松�和治が担当した。

５ 本書の作成に際し，獣骨及び貝の鑑定を茨城県自然博物館山�晃司氏・遠藤好氏にお願いした。



凡 例

１ 地区設定は，日本平面直角第�系座標（世界測地系）を用いて区画し，堂越遺跡はＸ軸＝＋２４�９６０ｍ，Ｙ

軸＝＋５２�４００ｍの交点を（Ａ１ａ１）とした。

この基準点を基に遺跡範囲内を４０ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，南北に各々

１０等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ……，西から東へ１，２，３

……とし，「Ａ１区」，「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区も同様に北から南へａ，ｂ，ｃ……ｊ，

西から東へ１，２，３……０と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」，「Ｂ２ｂ２

区」のように呼称した。

２ 土層の観察と遺物の観察における色調の判定には，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著 日本色

研地業株式会社）を使用した。

３ 本文・全測図・実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は，次のとおりである。

遺構 SI－住居跡 SK－土坑 SD－溝 SY－炭焼窯跡 Ｐ－柱穴

遺物 Ｐ－土器 DP－土製品 Ｑ－石器，石製品 Ｍ－金属製品 Ｇ－ガラス製品

TP－拓本土器

土層 Ｋ－撹乱

４ 遺構及び遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

焼土・釉・赤彩 炉・火床面・繊維土器断面

竈・粘土・黒色処理 柱痕・煤・油煙

● 土器 ○ 土製品 □ 石器・石製品 △ 金属製品 ☆ 自然物 硬化面

５ 遺構・遺物実測図の記載方法については，次のとおりである。

� 遺構全体図は４００分の１，遺構は３０分の１，６０分の１，８０分の１に縮尺して掲載した。

� 遺物は，原則として３分の１の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては

個々に縮尺をスケールで示した。

６ 「主軸」は，竪穴住居跡については炉・竈を通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）を主軸とみな

した。「主軸・長径方向」は，主軸・長径が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表

示した（例 「Ｎ－１０°－Ｅ」）。なお，推定値は［ ］を付して示した。

７ 一覧表・遺物観察表の表記は次のとおりである。

� 現存値は（ ）で，推定値は［ ］を付して示した。計測値の単位は，ｍ，cm，ｇで示した。

� 遺物観察表の備考欄は，残存率や写真図版番号等，その他必要と思われる事項を記した。

� 遺物番号については，土器，拓本のみ掲載の土器片，土製品，石製品，金属製品，ガラス製品ごとに通

し番号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号は同一とした。
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堂 越 遺 跡
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一般県道紅葉

石岡線道路改

良事業に伴う

事前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

堂 越 遺 跡 集落跡 古墳時代 竪穴住居跡 １軒 土師器（高坏，甑，小形甕，甕），
土製品（球状土錘），石器（敲石）

古墳時代，平安
時代，近世，近
代の複合遺跡で
ある。炭焼窯跡
からは陶磁器や
ガラス製品など
が投棄された状
況で出土してお
り，時期が比較
的明確な炭焼窯
跡として重要で
ある。

平安時代 竪穴住居跡 １軒 土師器（坏，高台付坏，甑，小
形甕，甕），須恵器（坏，甕，壺），
土製品（紡錘車），石器（砥石）

近世 土坑 １基 瓦質土器（内耳鍋），

溝跡 ２条 瓦質土器（火鉢）

生産跡 近代 炭焼窯跡 １基 瓦質土器（土管，甕，敷輪，置
き竈），陶磁器（甕，壺，鉢，
擂り鉢，碗，茶碗，鍋，皿，急
須，蓋，盃，徳利），瓦，石製
品（石板，砥石），鉄製品（蹄
鉄，鉄鍋，鎌，鎹），ガラス製
品（目薬瓶，薬瓶）

その他 時期不明 土坑 ８４基 縄文土器（深鉢），土師器（坏，
高台付坏，甕），須恵器（坏，
高台付坏，甕），瓦，古銭（文
久永寳），獣骨（ブタ頭蓋骨），
金属製品（切羽）

溝跡 １条
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茨城県水戸土木事務所は，東茨城郡茨城町生井沢地区において，一般県道紅葉石岡線の道路改良事業を進め

ている。

平成１４年６月２４日，茨城県水戸土木事務所長は茨城県教育委員会教育長に対して，一般県道紅葉石岡線道路

改良事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて照会した。

これを受けて茨城県教育委員会は，平成１４年７月９日に現地踏査を，平成１４年１１月１８日（～２１日）に試掘調

査を実施し，堂越遺跡の所在を確認した。平成１４年１２月３日，茨城県教育委員会教育長は茨城県水戸土木事務

所長あてに，事業地内に堂越遺跡が所在すること及びその取扱いについて別途協議が必要であることを回答し

た。

平成１４年１２月２４日，茨城県水戸土木事務所長は茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法第５７条の３

に基づき土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨城県教育委員会教育長は，計画変更

が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，平成１５年１月１５日，茨城県水戸土

木事務所長あてに工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

平成１５年２月１０日，茨城県水戸土木事務所長は茨城県教育委員会教育長に対して，一般県道紅葉石岡線道路

改良事業に係わる埋蔵文化財発掘調査の実施についての協議書を提出した。平成１５年２月１５日，茨城県教育委

員会教育長は茨城県水戸土木事務所長あてに，堂越遺跡について発掘調査の範囲及び面積等について回答し，

併せて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県水戸土木事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平

成１５年８月１日から平成１５年９月３０日まで，堂越遺跡の発掘調査を実施することになった。

堂越遺跡の調査は，平成１５年８月１日から平成１５年９月３０日まで実施した。その概要を表で記載する。

第１章 調 査 経 緯

第１節 調査に至る経緯

第２節 調査経過

期間

工程
８ 月 ９ 月

調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注記作業
写真整理

補足調査
撤 収

―１―
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第１図 堂越遺跡調査区設定図
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堂越遺跡は，茨城県東茨城郡茨城町大字生井沢字稲荷後７４９番地ほかに所在し，巴川の左岸に面する標高２５

～２８ｍの台地上に位置している。

茨城町の東部には涸沼があり，この涸沼へ西から流入する涸沼川，涸沼前川，寛政川，若宮川によって４地

区に分断されている。また，それぞれの河川流域の低地には早くから開かれた水田地帯があり，また涸沼沿岸

には明治以降干拓事業によって広大な水田地帯が形成されている。台地の大部分は，関東ローム層に厚くおお

われた洪積台地で，北部の標高は２５～３０ｍ，南部が２５～３３ｍとなっている。

当遺跡は，小川町との町境となっている巴川左岸沿いに位置している。遺跡の主要部分は洪積台地上に位置

するが，北東部の一部は谷津につながる傾斜地となり，若干標高が下がる。巴川流域には沖積低地が発達して

いる。この沖積低地は最終氷期の海水準低下期に陸上の河川として形成された凹地が，後氷期の海水準上昇に

より溺れ谷となり，埋積されて生じたものである１）。

当遺跡の調査前の現況は，山林と畑である。

当遺跡の所在する巴川やその支流域は，古くから人々が生活を営む場として適していたことが，周辺遺跡の

分布状況からもうかがい知ることができる。ここでは，当遺跡周辺の主な遺跡について述べる。

縄文時代には，巴川流域に面した台地上の縁辺部に集落が形成されたと考えられる。巴川左岸台地上には，
どうした かみはら しもはら きたはら がんこうやま

堂下遺跡〈６〉，上原遺跡〈７〉，下原遺跡〈８〉，北原遺跡〈９〉，岸高山遺跡〈１０〉などが位置している。上

原遺跡は縄文時代前期・後期，下原遺跡は縄文時代中期の時期である。北原遺跡からは前期・中期・後期の縄
き ま づ か こもちだい

文土器や打製石斧，磨製石斧，石皿が出土している２）。また，隣接する鉾田町には，木間塚遺跡〈１１〉，古持台
にゅうばだい はまかいどう しんやま

遺跡〈１３〉，入場台遺跡〈１４〉，浜海道遺跡〈１５〉，新山遺跡〈１６〉などが所在している。巴川右岸の小川町に
なかさざい なかつぼ しばざき はぬきざわ やま

は仲佐才遺跡〈２３〉，中坪遺跡〈２８〉，芝崎遺跡〈２９〉，羽抜沢遺跡〈３０〉，すすき山遺跡〈３１〉などが所在して

いる。仲佐才遺跡からは縄文中期・後期の土器片等が採集されている３）。
だいじょう

弥生時代の遺跡としては，茨城町の岸高山遺跡や鉾田町の大乗遺跡〈１９〉などがある。岸高山遺跡からは，

弥生時代後期の土器が採集されている。また，大乗遺跡からも弥生時代後期の土器が採集されている４）。大乗

遺跡のある鉾田町紅葉地区からは，「常陸國鹿島郡巴村紅葉出土」の土器として学史に名高い十王台式土器が

出土している５）６）。
すみよしやま なかみね ばんどうにし

古墳時代の遺跡としては，住吉山古墳〈２〉，中峯古墳〈３〉，板東西遺跡〈５〉，北原遺跡が知られている。

住吉山古墳は直径２８�５ｍ，高さ３�２ｍの円墳で，埴輪片が出土している。中峯古墳は東西１６�４ｍ，南北２１�５ｍ，
しゅくはた

高さ２�１ｍの円墳で，町指定文化財の石枕及び土師器が出土している７）。鉾田町には宿畑遺跡〈１８〉，大乗遺跡
ふ に うち

が所在している。巴川下流右岸の青柳には不二内古墳が位置している。この古墳からは，明治３０年に『東京人

類学会雑誌』に紹介された壼を捧げる女子像など著名な埴輪が出土している８）。また，巴川を挟み小川町には，

羽抜沢遺跡，すすき山遺跡が所在している。

奈良・平安時代になると，生井沢地区は茨城郡に編入されることとなり，『和名類聚抄』中の白川郷に属し

第２章 位 置 と 環 境

第１節 地理的環境

第２節 歴史的環境
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たとされている９）。奈良・平安時代の遺跡として板東西遺跡，北原遺跡が，鉾田町には古持台遺跡，浜海道遺

跡が所在している。

中世には生井沢地区は烟田氏の支配するところとなる。天福２（１２３４）年の『烟田秀幹譲状』に「烟田 富

田 大和田 生江沢」とあり，生江沢は子の三郎朝秀に私領として譲られている。また，文暦２（１２３５）年の

「将軍家政所下文」によれば，生井沢は平（烟田）朝秀によって地頭職として支配されることになった。天正

１９（１５９１）年以降この地域は佐竹氏の支配下に入り，文禄３（１５９４）年の太閤検地で茨城郡に，翌４（１５９５）

年には「佐竹義宣充行状写」によれば，菊池信濃守の支配下に入ったことが知られる１０）。

近世の生井沢地区は，慶長７（１６０２）年の佐竹氏秋田移封の後，水戸藩領となり，郡制下では初め南組（郡）

で，寛政１２（１８００）年に野合組，同年７月に紅葉組となり，天保２（１８３１）に南郡となっている。文久年間（１８６１

～６３）には笠間稲荷から勧請した稲荷社がつくられ，縁日などには広く参詣者が訪れたとされている。この稲

荷社は火災により焼失し，明治中期に字東山に遷され，現在も板宮がある１１）。

近代の生井沢地区は明治４（１８７１）年７月の廃藩置県で水戸県，さらに１１月に茨城県に属することになり，

現在に至っている。

※文中の〈 〉内の番号は，第１図及び周辺遺跡一覧表の該当番号と同じである。

註）

１）小川町史編さん委員会 『小川町史』 小川町 １９８２年３月

２）茨城町史編さん委員会 『茨城町史 地誌編』 茨城町 １９９３年３月

３）註１）文献に同じ

４）鉾田町史編さん委員会 『鉾田町史 原始・古代史料編』 鉾田町 １９９５年３月

５）茨城県考古学協会・十王町教育委員会 『茨城県における弥生時代研究の到達点』 茨城県考古学協会 １９９９年１１月

６）鈴木素行 「紅葉が散るまで」 『菟玖波 第３号』 菟玖波倶楽部 １９９９年 ３月

７）註２）文献に同じ

８）茨城県史編さん原始古代史部会 『茨城県史料＝考古資料編 古墳時代』 茨城県 １９７４年２月

９）池邊 彌 『和名類聚抄郡郷里驛名考證』 吉川弘文館 １９８１年２月

１０）茨城県史編集会 『茨城県史料 中世編�』 茨城県 １９９１年３月

１１）註２）文献に同じ

参考文献

・ 茨城県教育庁文化課 『茨城県遺跡地図』 茨城県教育委員会 ２００１年３月

・ 蜂須紀夫 『茨城県 地学のガイド』 コロナ社 １９８６年１１月
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表１ 堂越遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺 跡 名

時 代
番

号

遺 跡 名

時 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

� 堂 越 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ２１ 紅 葉 城 跡 ○

２ 住 吉 山 古 墳 ○ ２２ 沖 ノ 向 遺 跡 ○ ○

３ 中 峯 古 墳 ○ ２３ 仲 佐 才 遺 跡 ○ ○ ○

４ 上 雨 ヶ 谷 十 三 塚 ○ ２４ 上吉影沖ノ向遺跡 ○

５ 板 東 西 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ２５ 天 神 峰 遺 跡 ○

６ 堂 下 遺 跡 ○ ２６ あ ん こ う 久 保 ○

７ 上 原 遺 跡 ○ ２７ 深 山 遺 跡 ○

８ 下 原 遺 跡 ○ ２８ 中 坪 遺 跡 ○ ○ ○

９ 北 原 古 墳 ○ ○ ○ ２９ 芝 崎 遺 跡 ○ ○ ○

１０ 岸 高 山 遺 跡 ○ ○ ３０ 羽 抜 沢 遺 跡 ○ ○ ○

１１ 木 間 塚 遺 跡 ○ ３１ す す き 山 古 墳 ○ ○ ○ ○

１２ 木 間 塚 ○ ３２ 新 立 遺 跡 ○

１３ 古 持 台 遺 跡 ○ ○ ３３ 西 新 田 遺 跡 ○

１４ 入 場 台 遺 跡 ○ ３４ 後 峰 遺 跡 ○

１５ 浜 海 道 遺 跡 ○ ○ ○ ３５ 小 山 遺 跡 ○

１６ 新 山 遺 跡 ○ ○ ３６ 上 合 天 神 遺 跡 ○

１７ 仙 助 作 遺 跡 ○ ○ ３７ 道 添 西 手 遺 跡 ○ ○

１８ 宿 畑 遺 跡 ○ ○ ３８ サ イ カ チ 遺 跡 ○

１９ 大 乗 遺 跡 ○ ○ ○ ３９ 舘 小 路 遺 跡 ○ ○

２０ 前 山 遺 跡 ○ ○ ４０ 西 ノ 内 遺 跡 ○ ○ ○

―６―



堂越遺跡は縄文時代，古墳時代，平安時代，近世，近代の複合遺跡である。

今回の調査では，古墳時代中期の竪穴住居跡１軒，平安時代の竪穴住居跡１軒，近世の土坑１基，溝跡２条，

近代の炭焼窯跡１基等が確認されている。調査対象面積は４�４２８�である。

遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に１３箱出土している。縄文時代の遺物としては，早期～後期の

土器片及び石器が出土している。古墳時代の遺物は土師器（高坏，甑，甕，小形甕），土製品（球状土錘）で

ある。平安時代の遺物は土師器（坏，高台付坏，甑，小形甕，甕），須恵器（坏，甕，壺），土製品（紡錘車）

である。近世の遺物は瓦質土器（内耳鍋，火鉢）などである。近代の遺物としては，炭焼窯に投棄されていた

瓦質土器（土管，甕，敷輪，置き竈），陶磁器（甕，壺，鉢，擂り鉢，碗，茶碗，鍋，皿，急須，蓋，盃，徳

利），瓦，石製品（石板，砥石），鉄製品（蹄鉄，鉄鍋，鎌，鎹），ガラス製品（目薬瓶，薬瓶）などである。

調査区内に基本土層を確認するテストピットを設定し，第３図に示すような土層堆積の状況を確認した。

第１層は表土で，黒褐色を呈し，ローム粒子を少量含んでいる。層厚は約３０�である。

第２層は暗褐色層で，しまりは弱く，ローム粒子，炭化粒子を微量含んでいる。層厚は１２�ほどである。

第３層は褐色のソフトローム層である。層厚は約２０�である。

第４層は褐色のローム土層で，赤色粒子を微量含んでいる。層厚は約３０�である。

第５層はハードローム最上部で，黄褐色を呈している。層厚は約４０�である。

第６層は黄褐色のハードローム層で，鹿沼パミス層への漸移層である。鹿沼パミスを少量含んでいる。層厚

は約１５�である。

第７層は明黄褐色で鹿沼パミスの純層である。層厚は約１０～２６�ほどあり，地表面から約１４０�下層で確認

された。粘性は極めて弱い。

第８層はにぶい黄褐色のローム土層で，鹿沼パミスを微量含んでいる。粘性が強く，締まっている。層厚は

約２０�である。

第９層は褐色のローム土層である。層厚は約４０�である。

第１０層はにぶい黄褐色の粘土層で，黒色粒子を微量含んでいる。

粘性が強く，締まっている。層厚は下層が未掘のため不明である。

遺構は，第３層の上面で確認できた。

第３章 調 査 の 成 果

第１節 遺跡の概要

第２節 基本層序

第３図 基本土層図
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１ 古墳時代の竪穴住居跡と遺物

第１号住居跡（第４・５図）

位置 調査区北部のＢ３ｄ９区で，台地の斜面部に位置している。

規模と形状 長軸４�７７ｍ，短軸４�４６ｍの方形で，主軸方向はＮ－４０°－Ｅである。壁高は２１～７９�で，直立し

ている。

床 ほぼ平坦で，主柱穴の内側を中心に踏み固められている。

炉 中央部西寄りに設けられている。長径４５�，短径３９�の楕円形で，床面を１２�ほど掘りくぼめた地床炉で

ある。炉床面は火熱で赤変硬化している。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４９～５５�で，配置と規模から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ４６�で，東

壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は深さ２４�で，Ｐ２と

Ｐ３の間に位置しているが，性格は不明である。

貯蔵穴 ２か所。貯蔵穴１は北コーナー部に位置し，長径６５�，短径５９�の楕円形で，深さは４８�である。貯

蔵穴２は南コーナー部に位置し，長径８９�，短径７６�の楕円形で，深さは５３�である。

覆土 ６層に分層される。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１７８点（高坏１，甑４，甕１７３），土製品２点（球状土錘）が出土している。１の高坏

は貯蔵穴２の覆土中層から，２の甕は貯蔵穴１と北コーナー部の床面の破片が接合したものである。３は東壁

際床面から，４は中央部覆土下層から出土している。出土状況から，出土した完形品や破片の大半は遺棄され

たものと判断した。また，流れ込みと考えられる縄文土器片８点，弥生土器片３点，敲石１点，撹乱により混

入したと見られる陶器片１点，不明鉄製品５点が出土している。

所見 時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

第３節 遺構と遺物

炉土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子微量 ２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック微量

貯蔵穴１土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

貯蔵穴２土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

３ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

―８―



第４図 第１号住居跡実測図
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第５図 第１号住居跡出土遺物実測図

第１号住居跡出土遺物観察表（第５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１ 土師器 高坏 １８�７ １３�５ １３�５ 石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り，口縁部内外面横ナデ 貯蔵穴２覆土中層 ９０％ PL４

２ 土師器 小形甕 １３�９ （１４�６） － 石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面ナデ，体部内面磨き 北コーナー床面 ７０％ PL４

３ 土師器 小形甕 １４�５ （７�７） － 石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 頸部内・外面ハケ目整形後磨き 東壁際床面 １０％

４ 土師器 甕 １７�５ ２４�９ ７�６ 長石・赤色
粒子・小礫

にぶい黄橙 普通 頸部外面ハケ目整形後ナデ
中央部覆土
下層

６０％ 体部外
面煤付着，火
熱痕 PL４

番号 器種
計測値

材質 特徴 出土位置 備考
径 孔径 厚さ 重量

DP１ 球状土錘 ４�１ ０�５ ４�６ ７５�４ 粘土（石英・雲母） 球体，外面ナデ 西壁壁溝覆土中 ９０％ PL４

DP２ 球状土錘 ２�７ ０�６ ２�７ １５�０ 粘土（雲母・白色粒子）球体，外面ナデ 西部覆土中下層 １００％ PL４

―１０―



２ 平安時代の竪穴住居跡と遺物

第２号住居跡（第６・７図）

位置 調査区南部のＤ２ｆ３区で，台地の平坦部に位置している。

重複関係 第１０・６１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�４５ｍ，短軸３�４０ｍの方形で，主軸方向は Ｎ－４３°－Ｅである。壁高は３３～４５�で，ほぼ

直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。

竈 北壁の中央部に付設されている。焚口部から煙道部までの長さ１１２�，袖部幅７６�で，煙道部が壁外へ７０

�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。火床部は床面と同じ高さの平坦面を利用しており，火床面は焼土

の広がりが確認できる程度である。竈土層の１６層が袖部の土層である。

ピット ２か所。Ｐ２は深さ２１�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと

考えられる。Ｐ１は深さ２５�で，南コーナー部寄りに位置し，主柱穴と考えることも可能であるが，対応する

他のピットが確認されていないことから，性格は不明である。

貯蔵穴 西コーナー部に位置し，径５０�の円形で，深さは３５�である。

覆土 １１層に分層される。周囲からの土砂の流入を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２１０点（坏２９�高台付坏２，甑１，甕１７８），須恵器片９点（坏３，甕４，壺２），土製

品１点（紡錘車）が出土している。６は竈焚き口下層から，８・１２は竈覆土中から出土している。また，流れ

込んだ縄文土器片７点，砥石１点，撹乱により混入したとみられる土師質土器片１点が出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。床面には炭化材や焼土が広がっており，焼失住居跡と

考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
８ 暗 赤 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１１ 褐 色 焼土粒子少量・ロームブロック微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
１４ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物微量
１５ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化物少量

３ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
８ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴・その他 出土位置 備考

Ｑ１ 敲石 （５�６） ４�８ ４�０ １４９�６ 砂岩 両端に敲打痕，側面にも一部敲打痕 SI１東部下層 PL５

―１１―



第６図 第２号住居跡実測図

第２号住居跡出土遺物観察表（第７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５ 須恵器 坏 ［１４�１］ ３�８ ７�７ 長石・石英・
雲母

にぶい褐 普通
体部ロクロ整形，底部回転ヘ
ラ切り

北東部下層
５５％「成」の
墨書 PL５

６ 須恵器 坏 － （２�９）［７�８］ 長石・石英・雲
母・赤色粒子

橙 普通
体部ロクロ整形，底部回転ヘ
ラ切り

竈焚き口下
層

２０％

７ 須恵器 坏 － （２�２） ６�１ 長石・雲母 にぶい黄橙 普通
体部ロクロ整形，底部回転ヘ
ラ切り

東部床面 ２５％

８ 須恵器 坏 ［１３�８］（３�７） － 石英 浅黄 普通
体部ロクロ整形，体部内面横
ナデ

竈覆土中 ２０％

９ 土師器 小形甕 ［１３�３］（７�０） － 長石 にぶい橙 普通 体部外面ヘラナデ 北部覆土下層 １０％

１０ 土師器 甕 ［１６�２］（４�２） －
長石・石英・
雲母

にぶい褐 普通
体部内外面ヘラナデ，口縁部
内外面横ナデ

東コーナー
中層

５％
煤付着

１１ 土師器 小形甕 ［１１�６］（３�５） －
石英・雲母・
赤色粒子

橙 普通
体部内外面ヘラナデ，口縁部
内外面横ナデ

北部覆土下
層

５％

１２ 土師器 甕 － （２�１）［８�８］ 雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラナデ 竈覆土中 ５％

TP１ 須恵器 甕 － （１２�３） － 長石・雲母 橙 普通 体部外面タタキ 竈焚き口下層 ５％

TP２ 須恵器 甕 － （５�２） － 長石 灰黄 普通 体部外面タタキ 竈覆土下層 ５％

TP３ 須恵器 壺 － （１０�２） － 小礫 灰白 普通 体部内外面ロクロ目 南部覆土下層 ５％

―１２―



第７図 第２号住居跡出土遺物実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴・その他 出土位置 備考

Ｑ２ 砥石 １６�９ １３�４ ９�４ ２８９０ 砂岩 一部凹石として使用，表面１孔 SI２南西部下層 PL５

―１３―



３ 近世の遺構と遺物

近世の遺構としては，土坑１基，溝跡２条を確認した。以下，遺構と遺物について記述する。

� 土坑

第１９号土坑（第８図）

位置 調査区南部のＤ２ｃ３区で，台地の平坦部に位置している。

規模と形状 長軸２�０４ｍ，短軸１�２６ｍの隅丸長方形で，深さ１２�である。底面は平坦で，壁は緩やかに立ち上

がっている。

覆土 ５層に分層される。ロームブロックを不規則に含む堆積状況から，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 土師質土器片１２点（内耳鍋）が出土している。Ｐ１４の内耳鍋は北東コーナー部から正位で出土

し，内部に多量の灰と焼土が残存していた。

所見 時期は，出土土器から１７世紀前葉と考えられる。性格については不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，ローム粒子少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第８図 第１９号土坑・出土遺物実測図

第１９号土坑出土遺物観察表（第８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１４ 瓦質土器 内耳鍋 ３８�１ ７�０ ２７�８ 石英・赤色
粒子

黒褐色 普通 体部内・外面ナデ 北部底面 ９５％ PL４

―１４―



� 溝跡

第２号溝跡（第９図）

位置 調査区北部のＢ３ｃ７～Ｂ３ｅ８区で，台地の平坦

部から斜面部に位置している。

規模と形状 Ｂ３ｃ７区から南東方向にほぼ直線的に延

び，Ｂ３ｅ８区の斜面部に入っている。上幅０�８４～１�３９ｍ，

下幅０�５４～１�２３ｍ，深さ１１～２３�で，確認できた長さは７�５６

ｍである。断面形は，壁が緩やかに立ち上がるＵ字形を呈

している。

覆土 ３層に分層される。堆積状況は周囲からの土砂の流

入を示す自然堆積である。

遺物出土状況 瓦質土器片２点（火鉢）が出土している。底部の細片で図示することはできなかった。火鉢は

平行して存在する第３号溝跡からも出土しているが，接合関係はない。また，流れ込みと考えられる縄文土器

片６点，石鏃１点が出土している。

所見 時期は，１７世紀前葉と考えられる土器が投棄されていることから，近世の溝と考えられる。本跡は埋没

谷に向かっていることから，排水路的な性格を持っていたと考えられる。

第３号溝跡（第１０図）

位置 調査区北部のＢ３ｂ６～Ｂ３ｄ８区で，台地の平坦部から斜面部に位置している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第１０図 第３号溝跡・出土遺物実測図

第９図 第２号溝跡実測図

―１５―



規模と形状 上幅１�１９～１�６４ｍ，下幅０�５３～１�０８ｍ，深さ１０～３２�で，確認できた長さは１１�２２ｍである。断

面形はＵ字形を呈している。南東方向にほぼ直線的に延び，斜面部に入っている。

覆土 ４層に分層される。周囲からの土砂の流入を示す自然堆積である。

遺物出土状況 瓦質土器片１２点（火鉢）が出土している。また，流れ込みと考えられる縄文土器片４点，土師

器１点，礫石斧１点が出土している。

所見 時期は，１７世紀前葉と考えられる土器が投棄されていることから，近世の溝と考えられる。第２号溝跡

と平行して埋没谷に向かっていることから，排水路的な性格を持っていたと考えられる。

４ 近代の炭焼窯と遺物

第１号炭焼窯跡（第１１図）

位置 調査区南部のＤ２ｇ２区で，台地の平坦部に位置している。

規模と形状 長径４�８０ｍ，短径２�４７ｍの不定形で，長径方向はＮ－１３８°－Ｅである。

前庭部 平面形は長径１�８０ｍ，短径１�２６ｍの楕円形で，底面は平坦である。

炭化室 平面形は長径３�００ｍ，短径２�６６ｍの馬蹄形で，遺存する壁高は４８～６０�である。窯壁は厚さ８～１８�

の粘土が貼られ，ほぼ直立している。炭化室と前庭部の間には北側５０�，南側７８�の粘土による障壁を設けて

いる。窯底は前庭部より１３�ほど低くなり，ほぼ平坦で地山面上に構築されている。壁面及び窯底は火熱で赤

変硬化している。

煙道部 土層断面から，１層から７層はブロック状の焼土や炭化物を多く含み，しまりが弱いことから，窯壁

が崩落したものと考えられる。８・９層は廃絶後に堆積した土層と考えられる。１０層は窯壁の層である。１１層

・１２層は窯壁が火熱で赤変し，さらに１２層の内面は炭素の吸着により，黒色となっている土層と考えられる。

１３層は煙道部に敷設した煙出し用の土管が，抜き取られた跡に堆積した土層と考えられる。

覆土 ２３層に分層される。ブロック状の堆積状況を示すことから人為堆積である。５層・１７層などの中層には

近・現代の多量の遺物が投棄されていた。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量

３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

煙道部土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化物微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量
４ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロ

ック少量
５ 極暗赤褐色 焼土ブロック・炭化物少量，粘土ブロック微量
６ 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック・粘土ブロ

ック微量

７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
８ にぶい褐色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土ブロック

微量
９ 明 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 橙 色 粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 明 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子微量
１２ 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化物微量
１３ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量

第３号溝跡出土遺物観察表（第１０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１３ 瓦質土器 火鉢 ［４１�８］ １２�５ ［２９�６］ 長石・石英・雲母・黒色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ磨き 西部覆土中層 PL４

―１６―



第１１図 第１号炭焼窯跡・出土遺物実測図

―１７―



遺物出土状況 瓦質土器１点（土管）が出土している。内部に煤が大量に付着しており，煙道部に埋設し煙突

として使用したものと考えられる。また，混入したと考えられる縄文土器片１点，土師器片１点（坏），炭焼

窯廃絶後に投棄されたと考えられる瓦質土器片１０４点（甕７５，敷輪２，置き竈２７）陶磁器片２４０点（甕３４，壺４，

鉢９，擂り鉢４，碗３７，茶碗８５，鍋１３，皿１５，急須１５，蓋５，盃２，徳利１７），瓦片１４点，石製品（石板１，

砥石１）鉄製品８１点（蹄鉄１，鎌１，鎹２，鉄鍋１５，不明鉄製品６２），自然石２４点，ガラス製品片７４点（瓶７，

石蹴り用玩具１，不明６６），炭化材７点，ウバガイ・ハマグリの貝殻片が出土している。投棄されているＧ１

のガラス瓶（目薬容器）は，明治末から昭和初期に製造されたものである。またＰ１６・１７の徳利には，近在の

町名と店名がプリントされている。

所見 炭焼窯が廃絶された後に，大量の不要物が投棄されたものと考えられる。明治末期から導入が本格化し

た改良窯の形状を呈していることから，時期は明治末以降～戦前と考えられる。

５ その他の遺構と遺物

時期及び性格が不明な土坑８４基，溝跡１条を確認した。遺物としては，旧石器時代から近代までのものが

出土した。

� 土坑

時期及び性格が不明な土坑のうち，第３０号土坑について記述する。その他の土坑については一覧表で記

載する。各土坑平面図は全体図に示した。

土層解説
１ 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，焼土ブロック微量
４ 暗 褐 色 炭化材中量，ローム粒子・焼土粒子微量
５ 灰 褐 色 炭化物少量，ローム粒子微量
６ 灰 黄 褐 色 炭化物中量，ロームブロック少量，粘土ブロッ

ク微量
７ 明 赤 褐 色 焼土ブロック多量，粘土ブロック少量，炭化物

微量
８ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
１０ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量，
１１ 褐 色 ロームブロック中量
１２ にぶい赤褐色 焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量

１３ 暗 褐 色 焼土粒子・粘土粒子少量
１４ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック

少量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
１７ にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化物少量，粘土ブロック微量
１８ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１９ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微

量
２０ 灰 黄 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
２１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２２ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・炭化物微量
２３ にぶい黄褐色 粘土粒子多量，鹿沼パミス少量

第１号炭焼窯跡出土遺物観察表（第１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１５ 瓦質土器 土管 ［１４�４］（１７�５）［１４�４］ 長石・石英・
赤色粒子

にぶい赤褐 普通 体部に横方向５本の平行沈線 SY１覆土中
内面炭化物付着，
火熱痕，２０％ PL５

２０ 陶器 擂り鉢 ［２８�４］ １２�２ ［１６�８］ 長石・石英 暗褐 普通 ２４条１単位の擂り目 SY１覆土中 １０％

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 絵付・釉薬 手法の特徴 出土位置 備考

１６ 磁器 徳利 － （１６�１） ５�６ 灰白 プリント柄
図柄 えのころ草 「稲野屋
酒店」の銘

SY１覆土中 PL５

１７ 磁器 徳利 ［２�８］ １７�５ ５�８ 灰白 プリント柄 「常陸国石岡町 大徳」の銘 SY１覆土中 PL５

番号 種別 器種 器高 底径 重量 材質 特徴・その他 出土位置 備考

Ｇ１ 瓶 目薬瓶 １�１ ５�９ ２�３ ガラス 「ロート目薬」「本舗 山田安□」の銘有り SY１覆土中 PL６

―１８―



第３０号土坑（第１２図）

位置 調査区南部のＤ２ｅ８区で，台地の平坦部に位置している。

規模と形状 長径１�３４ｍ，短径１�２０ｍの楕円形で，深さ３８�であ

る。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分層される。ブロック状の堆積状況を示しており，

人為堆積と考えられる。

遺物出土状況 ブタの頭骨１点が，頭蓋骨から下顎骨にかけて，良好な状態で出土している。また，覆土中か

らは混入と考えられる切羽と瓦片が出土している。

所見 出土した頭骨は，野性のイノシシに近い形状をもったブタの可能性が高い。上顎の第１・２臼歯が生え，

下顎骨の第１臼歯が完全に生えきっていないことから，１才６ヶ月ぐらいの幼体と考えられる。時期は，頭骨

に獣毛が一部残存しており，明治以降と考えられる。

� 溝跡

第１号溝跡（第１３図）

位置 調査区南東部のＤ３ａ３～Ｄ３ｂ１区で，台地の平坦部に

位置している。

規模と形状 Ｄ３ａ３区から西方向にほぼ直線的に延び，Ｂ３ａ２

区で南西方向に曲がり，Ｄ３ｂ１区で緩やかに立ち上がっている。

上幅０�４４～０�９７ｍ，下幅０�２８～０�７８ｍ，深さ１２～１４�で，確認できた長さは７�５６ｍである。断面形は壁が緩や

かに立ち上がるＵ字形を呈している。

覆土 ４層に分層される。周囲からの土砂の流入を示す自然堆積である。

所見 時期及び性格については，遺物が出土していないため不明である。

� 遺構外出土遺物

ここでは，調査区内の表土中から出土した遺物や，他時期の遺構への混入と判断された遺物のうち，特

徴的なものを実測図と観察表で記載する。

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量
２ にぶい橙色 焼土ブロック多量，炭化物少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量
４ 暗 赤 褐 色 炭化粒子多量，焼土ブロック・炭化物中量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第１２図 第３０号土坑実測図

第１３図 第１号溝跡実測図

―１９―



第１４図 遺構外出土遺物実測図�

―２０―



第１５図 遺構外出土遺物実測図�

―２１―



第１６図 遺構外出土遺物実測図�

遺構外出土遺物観察表（第１４・１５・１６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴 出土位置 備考

１８ 縄文土器 深鉢 － （６�１）［８�３］ 長石・石英・小礫 にぶい赤褐 普通 LRの単節斜縄文を施文 Ｃ２ｅ０区表土中 中期ヵ PL６

１９ 縄文土器 深鉢 － （４�９）［１２�４］ 長石・石英・雲母・小礫 にぶい橙 普通 RLの単節斜縄文を施文 Ｃ３ｆ３区表土中 中期ヵ PL６

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴 出土位置 備考

TP４ 縄文土器 深鉢 － （３�６） － 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口唇部は肥厚 縦方向の撚糸文施文 南西部表土中 早期前葉 PL６

TP５ 縄文土器 深鉢 － （３�１） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口唇部は肥厚して外傾 口唇上ナデ 中央部表土中 早期前葉

TP６ 縄文土器 深鉢 － （３�７） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口唇部は肥厚 縦方向の撚糸文施文 南西部表土中 早期前葉

TP７ 縄文土器 深鉢 － （３�６） － 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口唇部は肥厚 縦方向の撚糸文施文 西部表土中 早期前葉

TP８ 縄文土器 深鉢 － （３�２） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口唇部は肥厚してやや外傾 Ｃ３ｇ１区表土中 早期前葉

TP９ 縄文土器 深鉢 － （２�９） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口唇部肥厚 縦方向の撚糸文施文 南西部表土中 早期前葉 PL６

TP１０ 縄文土器 深鉢 － （２�６） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 口唇部は肥厚 縦方向の撚糸文施文 東部表土中 早期前葉 PL６

TP１１ 縄文土器 深鉢 － （２�９） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口唇部は肥厚 口唇外面に縄文施文 Ｄ３ａ２区表土中 早期前葉

TP１２ 縄文土器 深鉢 － （４�９） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口唇部は肥厚 斜位に撚糸文施文 SK１６覆土中層 早期前葉

TP１３ 縄文土器 深鉢 － （５�３） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口唇部は肥厚 斜位に撚糸文施文 南西部表土中 早期前葉

TP１４ 縄文土器 深鉢 － （４�３） － 長石・石英・微礫 にぶい橙 普通 口唇部肥厚 縦方向の撚糸文施文 南西部表土中 早期前葉

TP１５ 縄文土器 深鉢 － （４�３） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口唇部は肥厚 縦方向の撚糸文施文 南西部表土中 早期前葉

TP１６ 縄文土器 深鉢 － （２�５） － 石英・雲母 褐灰 普通 口唇部は肥厚 縦方向の撚糸文施文 Ｄ３ｄ１区表土中 早期前葉

TP１７ 縄文土器 深鉢 － （３�０） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口唇部は肥厚 縦方向の撚糸文施文 南西部表土中 早期前葉 PL６

TP１８ 縄文土器 深鉢 － （２�５） － 長石 にぶい黄橙 普通 口唇部は肥厚 Ｃ３ｅ１区表土中 早期前葉

TP１９ 縄文土器 深鉢 － （４�１） － 長石・赤色粒子・小礫 明黄褐 普通 縦方向の撚糸文施文 南西部表土中 早期前葉 PL６

TP２０ 縄文土器 深鉢 － （２�３） － 雲母 明赤褐 普通 アナダラ属の貝殻腹縁文 Ｄ２ｇ３区表土中 前期後半

TP２１ 縄文土器 深鉢 － （２�３） － 長石 にぶい黄橙 普通
半截竹管状工具による沈線
文，その下に爪形文を施文

SK２３覆土中 早期後葉

―２２―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP２２ 縄文土器 深鉢 － （４�８） － 長石・石英 にぶい橙 普通 竹管状工具による沈線文 中央部表土中 早期後葉

TP２３ 縄文土器 深鉢 － （５�１） － 繊維・石英 にぶい橙 普通 異条斜縄文を施文 東部表土中 前期前半

TP２４ 縄文土器 深鉢 － （３�７） － 繊維・長石 にぶい橙 普通 ＲＬの単節縄文を施文 南西部表土中 前期前半

TP２５ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 繊維・長石 にぶい褐 普通 異条斜縄文を施文 Ｃ３ｃ５区表土中 前期前半 PL６

TP２６ 縄文土器 深鉢 － （４�８） － 繊維 にぶい黄橙 普通
ＬＲの縄文上に横方向の半截
竹管文を施文

Ｂ３ｆ８区表土中 前期前半 PL６

TP２７ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 繊維・長石・石英 橙 普通 異条斜縄文を異方向に施文 Ｃ３ｃ６区表土中 前期前半

TP２８ 縄文土器 深鉢 － （３�４） － 繊維・長石・石英 にぶい橙 普通 ＬＲの単節斜縄文上に竹管文施文 Ｂ３ｉ８区表土中 前期前半

TP２９ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・雲母 にぶい橙 普通
複合口縁部に押引きの爪形文を２
段に施文 頸部に押引きの爪形文
と半截竹管による多段の波状文

中央部表土
中

前期後半 PL６

TP３０ 縄文土器 深鉢 － （３�４） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 半截竹管により肋骨文を施文 南西部表土中 前期後半

TP３２ 縄文土器 深鉢 － （２�０） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 半截竹管により山形沈線文を施文 南西部表土中 前期後半

TP３４ 縄文土器 深鉢 － （５�６） － 雲母 にぶい橙 普通
縄文地文に竹管状工具による
爪形文で文様を描出し中心に
円形竹管文を施文

南西部表土
中

前期後半 PL６

TP３５ 縄文土器 深鉢 － （３�７） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通
口唇部縄文施文 口縁部無文 頸
部に棒状沈線による文様描出

Ｃ３ｂ３区表土中 中期前葉 PL６

TP３６ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・小礫 にぶい赤褐 普通
波状縁で縄文地文に棒状沈線
による施文

中央部表土中 中期前葉 PL６

TP３７ 縄文土器 深鉢 － （４�７） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通
口唇部刻み目 横方向の棒状
沈線区画に三角彫刻文

中央部表土中 中期前葉 PL６

TP３８ 縄文土器 深鉢 － （４�１） － 長石・石英 橙 普通
口縁部はわずかに肥厚し内湾する
ＲＬの単節縄文を異方向に施文

Ｃ３ａ９区表土中 中期

TP３９ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通
隆帯の間にＲＬの単節縄文を
施文 Ｙ字状隆帯垂下

中央部表土中 中期前葉 PL６

TP４０ 縄文土器 深鉢 － （３�７） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通
棒状沈線の間の隆帯に刻み目を持つ
その下にＬＲの単節斜縄文を施文

Ｃ３ｅ１区表土中 中期前葉

TP４１ 縄文土器 深鉢 － （３�７） － 長石・雲母 灰黄褐 普通
棒状沈線文の間に三角文を上
下交互に刺突 口唇部刻み目

Ｃ２ａ１区表土中 中期前葉 PL６

TP４２ 縄文土器 深鉢 － （３�１） － 石英 にぶい褐 普通
口唇部刻み目 沈線区画内に
丸棒状刺突文を施文

中央部表土中 中期前葉 PL６

TP４３ 縄文土器 深鉢 － （３�０） － 長石 にぶい黄橙 普通
横方向の半截竹管文の間に爪
形文を施文

東部表土中 中期前葉

TP４４ 縄文土器 深鉢 － （３�６） － 長石・石英・小礫 にぶい黄橙 普通
ＬＲの単節縄文を地文に棒状
沈線による施文

中央部表土中 中期前葉

TP４５ 縄文土器 深鉢 － （３�６） － 長石・石英 橙 普通 沈線間に縄文を施文 中央部表土中 後期前葉

TP４６ 縄文土器 深鉢 － （４�５） － 長石・石英 橙 普通 沈線間に縄文を施文 中央部表土中 後期前葉

TP４７ 縄文土器 深鉢 － （３�８） － 長石 橙 普通
ＲＬの単節縄文地文に，渦巻
文状沈線を施文

Ｃ３ｂ５区表土中 後期前葉

TP４８ 縄文土器 深鉢 － （３�７） － 長石 橙 普通 棒状沈線間の隆帯に刻み目を施文 中央部表土中 中期前葉

TP４９ 縄文土器 深鉢 － （５�１） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 沈線区画内に縄文を施文 中央部表土中 後期前葉

番号 器種 径 孔幅 重量 初鋳年 材質 特徴・その他 出土位置 備考

Ｍ１ 文久永寳 ２�６ ０�６ ２�７ １８６３ 銅 四文銭 十一波 SK１０覆土中 PL６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴・その他 出土位置 備考

Ｍ２ 切羽 ４�７ ２�７ ０�２ ６�４ 銅 火熱痕あり SK３０覆土中

―２３―



番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴・その他 出土位置 備考

Ｑ３ スタンプ形石器 （６�８）（９�２） ４�３ （３００） 凝灰岩 自然礫を使用 握り部に両側から抉り Ｃ３ｂ３区表土中 PL５

Ｑ４ スタンプ形石器 ８�２ ６�３ ４�１ ３００�１ 砂岩 自然礫を使用 握り部に抉り 南西部表土中 PL５

Ｑ５ 礫石斧 ９�０ ４�３ ２�１ １１３�４ ホルンフェルス 一端を片刃状に打ち欠き使用 Ｄ２ｈ２区表土中 PL５

Ｑ６ 礫石斧 ８�３ ４�３ １�８ ９０�９ ホルンフェルス 一端を片刃状に打ち欠き使用 Ｃ２ｉ０区表土中 PL５

Ｑ７ 磨製石斧 ３�１ ２�４ ８�９ １００�８ 緑色凝灰岩 片刃 側面に打ち欠き痕が残る 中央部表土中 PL５

Ｑ８ 礫石斧 ５�３ ４�１ １�６ ５３�０ 凝灰岩 両端を打ちかいて使用 Ｃ２ｇ０区表土中 PL５

Ｑ９ 磨製石斧 ６�４ ３�３ １�１ ３８�２ 緑色凝灰岩 両端を打ち欠いて使用 中央部表土中 PL５

Ｑ１０ 磨製石斧 ６�９ ３�６ １�４ ５２�９ 凝灰岩 刃部は打ち欠き痕が残る SD３表土中 PL６

Ｑ１１ 石鏃 ２�３ １�７ ０�４ ０�９ 安山岩
無茎 両面押圧	離 基部の抉りは深く，
側面は直線

SD２表土中 PL６

Ｑ１２ 尖頭器 ６�３ ３�４ １�２ ２２�５ 安山岩 基部欠損 中央部表土中 PL６

表２ 竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）
長軸×短軸

壁高
（�） 床面

内部施設
炉・竈 覆土 出土遺物

備考
（重複関係
旧→新）

時代
壁溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット 入口

１ Ｂ３ｄ９Ｎ－４０°－Ｅ 方形 ４�７７×４�４６ ２１～７９ 平坦 全周 ４ ２ １ １ 炉１ 自然
土師器片，
土製品，
鉄製品

古墳

２ Ｄ２ｆ３Ｎ－４３°－Ｅ 方形 ３�４５×３�４０ ３３～４５ 平坦 全周 － １ ２ １ 竈１ 自然

土師器片，
須恵器片，
土製品（紡
錘車）

本跡→
SK１０・６１

平安

表３ 溝跡一覧表

番号 位置 方向 断面形
規模（ｍ）

壁面 底面 覆土 出土遺物 備考
長さ 上幅 下幅 深さ（�）

１ Ｄ３ａ３～Ｄ３ｂ１ Ｎ－２７°－Ｅ Ｕ字形 ７�５６ ０�４４～０�９７ ０�２８～０�７８ １２～１４ 緩斜 皿状 自然

２ Ｂ３ｃ７～Ｂ３ｅ８ Ｎ－４１°－Ｗ Ｕ字形 １０�９２ ０�８４～１�３９ ０�５４～１�２３ １１～２３ 緩斜 皿状 自然
土師質土器
（火鉢）

３ Ｂ３ｂ６～Ｂ３ｄ８ Ｎ－４２°－Ｗ Ｕ字形 １１�２２ １�１９～１�６４ ０�５３～１�０８ １０～３２ 緩斜 皿状 自然
土師質土器
（火鉢）

表４ 炭焼窯一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規模

壁面 底面 覆土 出土遺物 備考
長径（軸）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

１ Ｄ２ｇ２ Ｎ－１３８°－Ｅ 楕円形 ４�８０×２�４７ ５６ 垂直 平坦 人為
瓦質土器，陶磁器片，瓦，鉄製品，
ガラス製品，炭化材，貝

表５ 土坑一覧表

土坑
番号

位置 長径方向 平面形
規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

遺構番号・新旧関係
（古→新）長径（軸）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

１ Ｄ２ｈ３ － 円形 １�１８×１�１８ ２２ 外傾 平坦 人為 土師器片，縄文土器片

２ Ｄ２ｉ４ Ｎ－２２°－Ｅ 楕円形 １�１４×１�００ １８～２５ 外傾 平坦 人為 土師器片

３ Ｄ２ｈ３ Ｎ－２７°－Ｅ 長方形 １�３３×０�９４ ３３～３８ 外傾 平坦 人為 土師質土器片，陶器片

４ Ｄ２ｈ４ － 円形 ０�６０×０�６０ ８ 外傾 平坦 自然

―２４―



土坑
番号

位置 長径方向 平面形
規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

遺構番号・新旧関係
（古→新）長径（軸）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

５ Ｄ２ｉ４ － 円形 １�００×１�００ ２４～２８ 緩斜 平坦 人為

６ Ｄ２ｈ７ Ｎ－３５°－Ｅ 楕円形 １�４８×１�２０ ５０ 外傾 平坦 人為 須恵器片

７ Ｄ２ｈ６ － 円形 １�１０×１�０４ ３２ 緩斜 平坦 人為

８ Ｄ２ｈ４ － ［円形］ １�０２×（０�７６） ２０～２４ 外傾 平坦 人為 土師器片

１０ Ｄ２ｆ３ Ｎ－５２°－Ｅ 楕円形 １�０９×０�９０ ２１ 垂直 平坦 人為 文久永寳，土師器片 SI２→本跡

１１ Ｄ２ｆ４ － 円形 １�３０×１�２０ ３４ 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片

１３ Ｄ２ｊ６ － 円形 ０�６８×０�６３ ３６ 緩斜 皿状 自然

１４ Ｄ２ｇ８ － 円形 １�０４×０�９８ ３５ 緩斜 皿状 人為 縄文土器片

１５ Ｄ２ｇ８ － 円形 １�０４×１�０２ ３６～３８ 緩斜 皿状 自然

１６ Ｄ２ｈ８ － 円形 １�１４×１�０８ ５０ 外傾 平坦 自然

１７ Ｄ２ｇ５ Ｎ－５８°－Ｅ 隅丸長方形 １�９６×１�４２ １６～２３ 緩斜 平坦 自然 本跡→SK１８

１８ Ｄ２ｇ５ Ｎ－５９°－Ｅ 隅丸長方形 １�１８×１�０２ ４６ 外傾 平坦 自然 SK１７→本跡

１９ Ｄ２ｃ３ Ｎ－０° 楕円形 ２�０４×１�２６ １２ 緩斜 平坦 人為 内耳鍋

２０ Ｄ２ｄ４ Ｎ－３３°－Ｅ 楕円形 ０�７２×０�６４ ２０ 緩斜 皿状 自然 縄文土器片

２１ Ｄ２ｅ６ － 円形 ０�９６×０�９６ ３６ 緩斜 皿状 自然 縄文土器片

２２ Ｄ２ｇ８ － 円形 １�１５×１�１２ ３０ 緩斜 平坦 人為 縄文土器片 SK２４→本跡

２３ Ｄ２ｆ３ － 円形 １�１８×１�１６ ２０～２８ 外傾 平坦 人為 土師器片

２４ Ｄ２ｇ８ － ［円形］ ０�９４×（０�７８） ８～１４ 外傾 平坦 自然 本跡→SK２２

２５ Ｄ２ｇ８ － 円形 １�４８×１�４６ ５０ 外傾 平坦 人為 土師器片

２６ Ｄ２ｇ９ － 円形 ０�８８×０�８８ ２０ 緩斜 皿状 人為

２７ Ｄ２ｇ８ － 円形 ０�９８×０�９８ ５０ 外傾 平坦 自然 土師器片

２８ Ｄ２ｆ８ Ｎ－４４°－Ｅ 楕円形 （１�５０）×０�８６ ２０～３０ 緩斜 平坦 人為 本跡→SK２９

２９ Ｄ２ｆ９ Ｎ－４４°－Ｅ 楕円形 １�６２×１�２４ ４６ 外傾 平坦 人為 SK２８→本跡

３０ Ｄ２ｅ８ Ｎ－４６°－Ｅ 楕円形 １�３４×１�２０ ３８ 外傾 皿状 人為 ブタ頭蓋骨，切羽，瓦片

３１ Ｄ２ｈ８ Ｎ－９０°－Ｅ 楕円形 ０�４６×０�３８ ５４ 外傾 平坦 自然 縄文土器片

３３ Ｄ２ｆ８ Ｎ－２１°－Ｗ 楕円形 １�２４×１�１５ ３２ 垂直 平坦 人為

３４ Ｄ２ｅ０ Ｎ－１７°－Ｅ 長方形 ０�８２×０�５４ ２２ 垂直 平坦 自然

３５ Ｄ２ｆ４ Ｎ－２９°－Ｅ 楕円形 １�３４×０�９９ ５０ 外傾 平坦 自然

３６ Ｄ２ｊ３ － 円形 １�２５×１�２４ ４４ 外傾 平坦 不明

３８ Ｄ２ｆ３ － 円形 １�５７×１�５２ ４７ 垂直 平坦 人為 土師器片，陶器片，磁器片

３９ Ｄ３ｂ１ Ｎ－１８°－Ｗ 楕円形 ０�９４×０�８１ ２２ 外傾 平坦 自然

４０ Ｄ２ｃ６ Ｎ－５２°－Ｗ 楕円形 １�３８×１�２９ １１ 外傾 平坦 自然

４１ Ｄ３ｃ１ Ｎ－１８°－Ｅ 楕円形 ２�１４×１�３３ ６０ 外傾 平坦 人為

４２ Ｄ２ｂ６ Ｎ－８５°－Ｗ 楕円形 ０�９０×０�７９ ７２ 外傾 平坦 人為

４４ Ｄ２ｂ７ Ｎ－３７°－Ｗ 楕円形 ０�６８×０�５０ ６６ 垂直 平坦 自然

４５ Ｄ２ａ７ － 円形 ０�５０×０�４７ ３５ 垂直 平坦 人為

４７ Ｄ２ａ７ － 円形 ０�７２×０�７０ ６１ 垂直 平坦 人為

４８ Ｄ２ｂ９ － 円形 ０�９４×０�８６ ２２ 外傾 皿状 人為

４９ Ｃ２ｉ０ － 円形 ０�５６×０�５２ ２４ 垂直 皿状 自然

５０ Ｄ２ａ６ － 円形 ０�７４×０�７０ １６ 垂直 平坦 自然

５１ Ｄ２ａ６ Ｎ－５８°－Ｗ 楕円形 ０�８０×０�７２ １４ 外傾 凹凸 自然

５２ Ｃ２ｊ５ Ｎ－４１°－Ｗ 楕円形 ０�９２×０�８４ ２０ 外傾 皿状 人為 瓦質土器片，陶器片

５３ Ｃ２ｊ８ － 円形 １�４６×１�４６ １０～２２ 外傾 平坦 自然

５４ Ｃ３ｉ１ Ｎ－６２°－Ｗ 楕円形 ０�９４×０�６６ ２６ 外傾 皿状 自然

５５ Ｃ３ｈ２ Ｎ－５０°－Ｅ ［楕円形］ （０�８０）×（０�７０） １０ 緩斜 凹凸 自然

５７ Ｃ２ｊ８ Ｎ－５６°－Ｅ 楕円形 １�５８×１�４４ ２０ 外傾 平坦 人為

―２５―



土坑
番号

位置 長径方向 平面形
規模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

遺構番号・新旧関係
（古→新）長径（軸）×短径（軸）（ｍ） 深さ（�）

５８ Ｃ２ｊ８ Ｎ－３１°－Ｅ 楕円形 １�７０×１�２６ ２６ 外傾 皿状 人為

５９ Ｃ２ｉ８ － 円形 １�２０×１�１０ １８ 外傾 平坦 自然 土師器片，縄文土器片

６１ Ｄ２ｇ３ Ｎ－４７°－Ｅ 楕円形 １�５８×１�３６ ６２ 垂直 平坦 人為 土師器片，石 SI２→本跡

６３ Ｃ２ｈ９ Ｎ－６１°－Ｅ 楕円形 ２�０２×１�５７ ９～２３ 外傾 平坦 自然 縄文土器片

６４ Ｃ３ｇ２ － 円形 ０�６０×０�６０ ２０～２４ 外傾 平坦 人為

６５ Ｃ３ｇ２ － 円形 ０�５２×０�５０ １４ 外傾 皿状 自然

６６ Ｃ３ｊ１ Ｎ－６°－Ｅ 楕円形 ０�８２×０�７２ ４０ 外傾 皿状 自然 土師器片，石

６８ Ｄ２ｃ７ Ｎ－６０°－Ｗ 楕円形 ０�７９×０�７１ １８ 垂直 平坦 人為 陶器，小皿

６９ Ａ３ｈ９ － 円形 ０�８０×０�７８ １８ 緩斜 皿状 人為

７０ Ａ３ｈ０ － 円形 ０�７２×０�６８ ２０ 外傾 平坦 自然

７１ Ａ３ｇ０ Ｎ－３４°－Ｅ 楕円形 ０�８２×０�６０ １６ 緩斜 皿状 自然

７２ Ａ４ｆ１ Ｎ－５３°－Ｅ 楕円形 ０�７６×０�６８ ２０～２６ 緩斜 皿状 人為

７３ Ａ４ｆ１ Ｎ－３８°－Ｗ 楕円形 ０�８４×０�５４ １０～１８ 緩斜 凹凸 自然

７４ Ａ４ｇ２ － 円形 ０�５０×０�５０ ２０ 外傾 皿状 自然

７５ Ａ４ｈ１ Ｎ－３６°－Ｗ 楕円形 １�９０×０�６８ ２８ 外傾 平坦 人為

７６ Ａ４ｈ２ Ｎ－９０° 楕円形 ０�６８×０�５８ １８ 緩斜 皿状 自然

７７ Ａ４ｈ１ Ｎ－２８°－Ｗ 楕円形 １�３０×０�７２ ８～２６ 緩斜 皿状 自然

７８ Ａ４ｈ１ Ｎ－３２°－Ｗ 楕円形 ０�９０×０�５０ ２０ 緩斜 皿状 人為

７９ Ａ４ｉ１ Ｎ－２１°－Ｗ 楕円形 １�２８×０�９２ ２５ 緩斜 凹凸 自然

８０ Ａ４ｉ１ － 円形 ０�５６×０�５６ １２ 緩斜 皿状 自然

８１ Ａ４ｊ１ Ｎ－２０°－Ｅ 楕円形 ０�８４×０�４２ １２ 緩斜 皿状 自然

８２ Ａ３ｉ９ Ｎ－９０° 楕円形 ０�５５×０�４６ １０～２０ 緩斜 凹凸 自然

８３ Ａ３ｊ９ Ｎ－３０°－Ｅ 楕円形 ０�７０×０�６０ １８ 緩斜 皿状 自然

８４ Ｂ４ｂ１ Ｎ－４７°－Ｗ 楕円形 ０�７６×０�５９ ２９ 外傾 皿状 自然

８５ Ｂ３ｂ８ Ｎ－４２°－Ｗ 楕円形 ０�８４×０�７６ ２２ 外傾 皿状 人為

８６ Ｂ３ｆ８ Ｎ－６９°－Ｗ 楕円形 ０�６０×０�４２ ３１ 垂直 平坦 自然

８７ Ｂ３ｆ７ Ｎ－７８°－Ｗ 楕円形 ０�７０×０�４９ １０ 外傾 平坦 人為

８８ Ｂ３ｆ７ Ｎ－２０°－Ｗ 楕円形 ０�７９×０�６４ １２ 外傾 平坦 自然

８９ Ｂ３ｉ６ Ｎ－６８°－Ｗ 楕円形 １�００×０�５８ ３０ 外傾 皿状 自然

９０ Ｂ３ｆ８ － 円形 ０�６２×０�５９ ３４ 垂直 平坦 自然

９１ Ｂ３ｉ７ Ｎ－８３°－Ｅ 楕円形 ０�８８×０�７９ １８ 外傾 平坦 人為

９２ Ｂ３ｉ７ Ｎ－７１°－Ｅ 楕円形 ０�５８×０�４４ １１ 外傾 平坦 自然

９６ Ｃ３ｈ３ Ｎ－４６°－Ｗ 楕円形 １�１０×０�６４ １３ 外傾 平坦 人為

９７ Ｃ３ｇ４ － 円形 ０�４３×０�４２ １８ 外傾 平坦 自然

１００ Ｄ２ｂ６ Ｎ－３２°－Ｗ 楕円形 １�２０×０�９４ １２ 緩斜 平坦 自然 陶器片，石

―２６―



第１７図 堂越遺跡全体図
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今回の調査で，古墳時代と平安時代の竪穴住居跡各１軒，近世の土坑１基，溝跡２条，近代の炭焼窯跡１基，

時期及び性格不明の土坑８４基，溝跡１条を検出した。出土遺物は旧石器時代から近代にわたっている。ここで

は，それぞれの時期の遺構と遺物について概要を述べ，まとめとしたい。

１ 古墳時代

古墳時代の竪穴住居跡は，出土土器から５世紀前葉に比定した。調査区域内では当該期の住居跡は１軒の

みで，台地の平坦部から標高の下がった斜面部に位置している。本住居跡が含まれると考えられる集落は，

調査区域外東側の谷津に面した台地縁辺部に位置していると考えられる。

２ 平安時代

平安時代の竪穴住居跡は，出土土器から９世紀中葉に比定した。やはり調査区域内では当該期の住居跡は

１軒のみである。本住居が含まれる集落は，表採遺物を確認する事ができる調査区域外西側の台地平坦部に

位置していると考えられる。

３ 近世

近世の遺構は，土坑１基，溝２条が確認された。第１９号土坑からは内耳鍋がほぼ完形で出土しており，１７

世紀前葉に比定した。Ｐ１４の内耳鍋は器高が口径の約５分の１のもので，底部は上げ底気味である。体部は

内湾して立ち上がり，耳は幅広になり内側と外側につまみ出されるもので，註１文献で分類する
類に位置

付けられるものと考えられる１）。

第２・第３号溝跡は，位置する地形と形状から排水路的な性格を考えた。２つの溝跡から出土した火鉢に

ついては，ほぼ同時期の１７世紀前葉のものであり，廃棄されたものと判断した。

４ 近代

近代の遺構としては炭焼窯跡１基である。構造は近代に導入が進んだ改良窯である。構造上の特徴として

炭化室と前庭部の間に粘土による障壁を設け，冷風を防ぐことで灰化と未炭化を防いでいる事が挙げられ

る２）。炭焼窯内からは多量の不要物が投棄された状態で出土しており，炭焼窯を廃絶した後に不要物の廃棄

土坑として利用されたことが分かる。投棄されていたのは目薬のガラス瓶３）や銘柄入り徳利４），皿類など日

常雑器類ばかりで，明治末以降現代にかけて生産されたものである。地権者もその存在は知らなかった事か

ら，炭焼窯の使用された時期は明治末以降～戦前と考える。付近では戦前まで炭焼きが行われており，茨城

町大畑遺跡では，近代以降と考えられる炭焼窯跡４基が検出されている５）。炭焼窯は戦後の生活の電化，ガ

ス化に伴い炭の需要がなくなることによって失われていったようである。

今回の調査の結果，縄文時代の遺構は確認されなかったが，縄文時代早期から後期にかけての土器片が多数

確認されている。縄文時代から当遺跡周辺に人々が生活していた痕跡がうかがえる。その後，当遺跡周辺の台

地上では古墳時代から奈良・平安時代にかけて断続的に人々が生活を営み，近世・近代にはふたたび生活の場

として利用されていたと考えられる。第１９号土坑以外の土坑からは伴う遺物がなく時期の決定はできなかった

が，これらの土坑も人々の生活の痕跡を示すものと考えられる。今回は路線幅のみの調査であり，遺跡の全容

は今後の調査が待たれるが，今回の調査の結果，当遺跡は，縄文時代，古墳時代，平安時代，近世，近代の複

合遺跡であることが判明した。

第４節 まとめ

―２９―



註）

１）白田正子「茨城県における中世末から近世にかけての土師質内耳土器について」『研究ノート』７号 �茨城県教育財団

１９９８年６月

２）岸 清俊「埼玉における木炭生産と炭窯の変遷」『研究紀要』第１０号 埼玉県立歴史資料館 １９８８年３月

３）ロート製薬�に問い合わせたところ，このロート目薬瓶は初期型のもので明治４２年から昭和６年まで製造販売されたもので

ある事が判明した。

４）「大徳」銘の徳利は，石岡市の大徳酒造本店が販売促進用に昭和１０年代から昭和３４年頃まで配っていたものの１本であると考

えられる。

５）長谷川聡「北関東自動車道（友部～水戸）建設工事地内埋蔵文化財調査報告書 大作遺跡 大畑遺跡」『茨城県教育財団文

化財調査報告』第１３６集 �茨城県教育財団 １９９８年３月

参考文献

・樫村宣行「和泉式土器編年考－茨城県を中心として」『研究ノート』５号 �茨城県教育財団 １９９６年６月

・白石真理「武田石高遺跡 古墳時代編」『�ひたちなか市文化・スポーツ振興公社文化財調査報告』第１７集 �ひたちなか市文

化・スポーツ振興公社 １９９９年

・服部敬史「内耳土鍋の研究（上）」『土曜考古』第２１号 土曜考古学研究会 １９９７年１０月

・服部敬史「内耳土鍋の研究（下）」『土曜考古』第２２号 土曜考古学研究会 １９９８年５月

・江幡良夫「土浦北工業団地造成地内埋蔵文化財調査報告書 原田北遺跡 西原遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』第

８５集 �茨城県教育財団 １９９４年３月

・皆川 修「島名ツバタ遺跡 上河原崎・中西特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書�」『茨城県教育財団文化財報告』

第２０３集 �茨城県教育財団 ２００３年３月

・柳 正博「比企丘陵の炭焼き」『研究紀要』第７号 埼玉県立歴史資料館 １９８５年３月

・朱通祥男「比企丘陵の炭焼き－嵐山町遠山の白炭窯の製作工程について」『研究紀要』第１０号 埼玉県立歴史資料館 １９８８年３

月

・玉里村立史料館 『特別展 近現代遺跡、発掘！』 玉里村立史料館 ２００１年１１月
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